
事業主・安全運転管理者・運行管理者の皆様へ

安全運転管理者協議会
運行管理者協議会
加入のご案内

〒 709-2192　岡山市北区御津中山 444-3 岡山県運転免許センター 安全運転学校内
　　　　　　　 Tel（086）724－4363
　　　　　　　 Mail:okayama.ankan.unkan.rengoukai@gmail.com

  岡山県安全運転管理者協議会連合会
  岡山県運行管理者協議会連合会



  会員特典を活用して事業所の
交通事故ゼロに！

安全運転管理者協議会・運行管理者協議会はこのような団体です

安全運転管理者選任事業所・運行管理者選任事業所の皆様へ

地区協議会に加入して企業・事業所の交通事故防止と
地域社会の交通安全に貢献しませんか？

会員様随時募集中
　県下各警察署ごとにある地区安全運転管理者協議会・地区運行管理者協議会は、

岡山県安全運転管理者協議会連合会・岡山県運行管理者協議会連合会の
会員となっています。

 　協議会の組織は、県下各警察署ごとに地区協議会が結成され、岡山県警察本部・各警察署
と緊密な連絡をとり、事業所や地域における交通安全活動等の推進役となって安全で快適な
交通社会の確立と、交通事故防止のための様々な活動を展開しています。
私たちと一緒に交通安全活動に取り組み、会社・事業所の活性化を実現しましょう。



機関紙「安全運転」、最新の交通安全情報、講習
会の情報などをメールで配信するサービスを令和
6 年 10 月1日から開始の予定です。右記の二次
元コード、下記の（URL）から必要情報のご登録
をお願いします。

登録用 URL　
https://okym-ankan-unkan.gr.jp/regist/

ID：anzenunten
パスワード：driver

メール配信サービス開始のご案内。
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死者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人身事故件数
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通行禁止
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進路変更禁止
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自転車妨害等

一時不停止
酒酔い・酒気帯び
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安全不確認

安全速度
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◎50歳代の事故が多発しています。

人身事故件数
死者数
負傷者数

職業運転 業務運転 出勤 退勤
勤務中 通勤 その他

人身事故件数
死　 者 　数
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◎勤務中に事故が多発しています。
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信　号
無　視

通　行
禁　止

最　高
速　度

車間距離
不保持

進路変更
禁　止

通　行
区　分

追越し
方　法

優先通行
妨　害

交差点安全
進行義務

歩行者
妨害等

自転車
妨害等

一　時
不停止

酒酔い・
酒気帯び 過　労 ハンドル等

操作不適
前　方
不注視

動　静
不注視

安　全
不確認

安　全
速　度 その他

人身事故件数 ３ １ 1 １ ２ １ １ １ ４ 17 ２ 30 ２
死　　者　　数

運行管理者選任事業所の交通事故発生状況（令和５年1月〜令和５年6月末現在）

１.交通事故発生状況

２.時間別発生状況 ３.曜日別発生状況

４.目的別発生状況 ５.年齢層別発生状況

６.原因別発生状況

（注）　人身事故件数は、選任事業所が第１当事者となった事故の件数をいう。
　　　　死者数・負傷者数は、その事故によって死傷した人数をいう。（以下同じ）

区　　分 人身事故件数 死　者　数
負　　傷　　者　　数

重　　傷 軽　　傷 計
運
管
事
故

令和５年 　66　 　0 11 61 72
令和４年 　56　 　２ 　6 55 61
増
減

数 　10　 −2 　5 　6 11
率 17.9％ -100％ 　83.3％　 10.9％ 18.0％

◎安全不確認による事故が多発しています。
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◎６時から10時、16時から20時の間に事故が多発しています。
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◎20歳代の事故が多発しています。

信号無視
最高速度
右側通行

禁止場所追越
右左折方法

通行妨害
交差点安全進行義務

歩行者妨害等
自転車妨害等

交差点徐行
一時不停止
積載不適当

酒酔い・酒気帯び
過労

ハンドル等操作不適
前方不注視
動静不注視
安全不確認

安全速度

人身事故件数
死者数
負傷者数

職業運転 業務運転 出勤 退勤
勤務中 通勤 その他

人身事故件数
死　 者 　数

８ ０41 53
1

42

◎通勤中に事故が多発しています。
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安全運転管理者選任事業所の交通事故発生状況（令和５年1月〜令和５年6月末現在）

１.交通事故発生状況

２.時間別発生状況 ３.曜日別発生状況

４.目的別発生状況 ５.年齢層別発生状況

６.原因別発生状況

（注）　人身事故件数は、選任事業所が第１当事者となった事故の件数をいう。
　　　　死者数・負傷者数は、その事故によって死傷した人数をいう。（以下同じ）

区　　分 人身事故件数 死　者　数
負　　傷　　者　　数

重　　傷 軽　　傷 計
安
管
事
故

令和５年 　144　 　　　　1　 21　 141　 162　
令和４年 　193　 　　　1　 25　 192　 217　
増
減

数 -49　　 　　　0　 -4　　 -51　 -55　
率 　　　-25.4％ 　　　0.0　 -16.0　　 -26.6％ -25.3％

信　号
無　視

最　高
速　度

右　側
通　行

禁止場所
追　　越

右左折
方　法

通　行
妨　害

交差点安全
進行義務

歩行者
妨害等

自転車
妨害等

交差点
徐行

一　時
不停止

積　載
不適当

酒酔い・
酒気帯び 過　労 ハンドル等

操作不適
前　方
不注視

動　静
不注視

安　全
不確認

安　全
速　度

人身事故件数 ８ １ １ ２ １ 20 ７ ６ １ ７ 51 ８ 29 ２
死　　者　　数 １
◎前方不注視による事故が多発しています。
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安全運転・運行管理者選任事業所の交通事故   令和５年２月末現在

区　　分 人身事故件数 死　　　者
傷　　　　　　　　　　　者

重　　傷 軽　　傷 計

安 

管 

事 

故

令和５年 32(　　4.4) 0(　　0.0) 8(　　7.8) 24(　　3.4) 32(　　4.0)

令和４年 53(　　7.9) 0(　　0.0) 13(　13.8) 44(　　6.8) 57(　　7.7)

増
減

数 -21 0 -5 -20 -25

率 -39.6 -38.5 -45.5 -43.9

運 

管 

事 

故

令和５年 16(　　2.2) 0(　　0.0) 4(　　3.9) 12(　　1.7) 16(　　2.0)

令和４年 15(　　2.2) 0(　　0.0) 2(　　2.1) 15(　　2.3) 17(　　2.3)

増
減

数 1 0 2 -3 -1

率 6.7 100.0 -20.0 -5.9

県
下
の
全
事
故

令和５年 726　 6 103 707 810

令和４年 670 12 94 650 744

増
減

数 56 -6 9 57 66

率 8.4 -50.0 9.6 8.8 8.9

（注）　安管・運管事故は、安全運転管理者・運行管理者選任事業所の従業員が起こした事故です。
　　　（　）内の数字は県下の全事故に対する構成率を示します。

あ
が
な

他
人
事

　
ー
年
程
前
か
ら
、
自
ら
店
長
を
務
め
る

飲
食
店
の
営
業
中
や
営
業
後
に
お
酒
を
飲

み
、
車
で
５
分
程
の
と
こ
ろ
に
あ
る
自
宅

ま
で
車
を
運
転
し
て
帰
る
こ
と
を
日
常
的

に
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　「
一
杯
や
二
杯
飲
ん
で
も
運
転
に
支
障

が
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
い
、
飲
み
過

ぎ
た
時
に
は
車
を
置
い
て
タ
ク
シ
ー
で

帰
っ
て
い
た
の
で
自
分
な
り
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
い
つ
し
か
飲
酒
量
の
判
断
基

準
が
曖
昧
と
な
り
「
ア
ル
コ
ー
ル
に
飲
ま

れ
て
い
る
」
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
反
省
し

て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
具
体
的
に
何
か
行
動
に
移
す

こ
と
は
な
く
、「
体
調
が
悪
く
な
れ
ば
ア

ル
コ
ー
ル
の
量
も
減
ら
せ
る
か
も
し
れ
な

い
」
な
ど
と
漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
日
は
、
久
し
ぶ
り
に
友
人
が
お
店

に
来
て
く
れ
、
話
し
て
い
る
う
ち
に
盛
り

上
が
り
、
閉
店
後
も
一
緒
に
飲
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
午
前
０
時
を
ま
わ
り
店
の
閉
店
作
業
を

終
え
た
後
、
別
の
友
人
も
1
人
加
わ
り
3

人
で
乾
杯
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
頭

の
中
で「
今
日
の
帰
り
は
タ
ク
シ
ー
だ
な
」

と
考
え
、
同
時
に
だ
か
ら
思
い
切
り
飲
む

ぞ
、
と
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
何
を
ど
の
く
ら
い
飲
ん
だ
の

か
は
全
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

　「
ド
ー
ン
」
と
い
う
大
き
な
衝
撃
で
目

を
覚
ま
す
と
私
は
運
転
席
に
い
ま
し
た
。

何
が
起
こ
っ
た
の
か
分
か
ら
ず
、
私
は
パ

ニ
ッ
ク
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
目
の
前
を

見
る
と
立
木
が
あ
り
、
焦
げ
臭
い
に
お
い

が
し
て
、
そ
こ
で
よ
う
や
く
飲
酒
運
転
を

し
て
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。

　
と
に
か
く
車
か
ら
出
よ
う
と
運
転
席
の

ド
ア
を
開
け
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
開
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ド
ア
が
開
か
な
く
な
る

程
の
大
き
な
事
故
を
飲
酒
運
転
で
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
と
思
い
、
私
の
パ
ニ
ッ
ク
状

態
が
ど
ん
ど
ん
加
速
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
な
ん
と
か
後
部
座
席
の
ド
ア

が
開
き
外
に
出
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す

が
、
外
に
出
た
瞬
間
、
私
の
頭
は
驚
き
で

真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
ド
ア
の
外
に
は

男
性
が
口
か
ら
血
を
流
し
ピ
ク
リ
と
も
動

か
ず
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
そ
の
後
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
覚
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
目
撃
者
や
妻
の
話
に
よ

る
と
、
私
は
車
か
ら
出
て
し
ば
ら
く
立
ち

す
く
ん
だ
後
、
そ
の
ま
ま
歩
い
て
自
宅
に

向
か
い
、
自
宅
に
戻
る
と
事
故
を
起
こ
し

た
こ
と
を
妻
に
話
し
、
妻
に
連
れ
ら
れ
て

事
故
現
場
に
戻
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
私
は
、
そ
の
場
で
被
害
者
の
方

に
「
お
願
い
で
す
か
ら
死
な
な
い
で
く
だ

さ
い
」
と
土
下
座
を
し
な
が
ら
謝
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　
妻
は
被
害
者
の
方
に
声
を
か
け
、
少
し

動
か
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、
周
囲
の
方
か

ら
救
急
車
が
来
る
か
ら
触
ら
な
い
方
が
良

い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
場
で
待
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
私
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
通
報

す
る
こ
と
も
救
護
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
た

だ
、た
だ
自
分
の
保
身
の
た
め
だ
け
に「
死

な
な
い
で
」
と
呼
び
掛
け
る
こ
と
し
か
出

来
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
私
は
そ
の
場
で
逮
捕
さ
れ
、
刑
事
裁
判

で
は
道
路
交
通
法
違
反
、
過
失
運
転
致
死

に
よ
り
懲
役
3
年
6
か
月
の
判
決
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
民
事
裁
判
も
終
わ
り
、

和
解
金
が
保
険
会
社
よ
り
支
払
わ
れ
ま
し

た
。

　
人
の
命
を
奪
っ
た
私
は
そ
れ
だ
け
で
法

的
責
任
は
終
わ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
被

害
者
や
御
遺
族
が
そ
れ
で
許
せ
る
は
ず
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
御
遺
族
に
は
、
こ
の
先
一
生
苦
し
み
が

続
い
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

私
の
家
族
も
同
じ
よ
う
に
苦
し
い
思
い
で

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
全
て
私
の
せ
い
で

す
。

　
事
件
を
起
こ
す
前
は
、
事
件
・
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
や
話
な
ど
を
聞
い
て
も
常
に
他

人
事
で
し
た
。
自
分
に
は
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
飲
酒
運
転
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ど
ん

な
交
通
ル
ー
ル
に
も
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　「
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
で
い
る
と
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
」
そ
ん
な

当
た
り
前
の
こ
と
を
、
私
に
想
像
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
れ
ば
、
人
の
命
を
奪
う
こ

と
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
先
、
御
遺
族
に
対
し
て
道
義

的
責
任
を
果
た
す
た
め
生
き
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
以
前
の
よ
う
に
家
族
と
笑
顔
で
過
ご
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
な
る
前
に
、
交
通
事
故
は
決
し
て

他
人
事
で
は
な
く
「
自
分
に
も
起
こ
る
」

と
い
う
こ
と
に
気
付
く
べ
き
で
し
た
。
今

で
は
後
悔
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
一
般
財
団
法
人

�

東
京
都
交
通
安
全
協
会
発
行

　
　
　「
贖
い
の
日
々
」

　
︱
交
通
事
故
の
悲
劇
を
繰
り

�

返
さ
な
い
た
め
に
︱
か
ら
転
載

O
・
J
　
飲
食
業
（
40
代
）

つぐないの碑
あ
や
ま
ち
を

反
省
し

社
会
人
と
し
て

立
直
る
こ
と
を

誓
い
ま
す

（市原刑務所内に設置）

春の交通安全県民運動始まります
5月11日（木）～20日（土）

子どもと高齢者の交通事故を
防止しよう！

事業所では新入社員への
安全運転指導を！

「交通ルール　
　守って笑顔
　晴れの国」

徐々にお酒を飲む機会が多い季節。
お花見・歓迎会…
飲酒運転は絶対ダメ！

交通場面のイラストに基づいて、いくつかの
危険を指摘してみましょう。

★状況
・　あなたは、車に乗車後、直ちに発進しようとします。
・　右後方からバイクが接近しています。

Ｑ�１　どのような危険が
　　　ありますか？��

Ｑ�２　どのようなことに注意
　　　して運転をしますか？��

発進時後方から
近づくバイク

※解答は7ページに掲載します。

薬 局

商 店

b

a

（1）　第6
05号　令和

５年４月５
日発行　安

　全　運
　転　｢

毎月１回５
日発行｣ (

昭和44年1
1月18日第

三種郵便物
認可)

発行所・発行人　
岡山県安全運転管理者協議会連合会

岡山県運行管理者協議会連合会

　　　　　　　〒700-8512　
岡山市北区内山下２-４-６

　　　　　　　TEL（０８６）２３４-０11０

定価１部65円(但し、会員の購読料は、会費に含めて徴収) 

「ドラレコが
　君の優しさ

　見ているよ
」

令和５年度  

安管・運管交通安全スローガン

令和４年中
の四輪乗車

中の死者は
28人

そのうち、15 人（
53.6%）の

方が、

シートベル
トを着用し

ていません
でした。

カチッ
！

カチッ
！

カチッ
！

カチッ
！

+なぜ着用
しない？シ

ートベル
ト！

No. 605

2 0 2 3

　自動車で
飲食店に来

て飲酒

する場合、
仲間同士や

飲食店の

協力を得て
飲まない人

（ハンド

ルキーパー
）を決め、

その人は

酒を飲まず
、仲間を自

宅まで

送り、飲酒
運転事故を

防止する

運動です。

ハンドルキ
ーパー

運動

自転車は車の仲間。

安全にルールを守って乗りましょう! 
自転車は車の仲間。

安全にルールを守って乗りましょう! 

標語「自転車
は車といっし

ょ左側」「手
軽でも重い

よ自転車そ
の責任」

標語「自転車
は車といっし

ょ左側」「手
軽でも重い

よ自転車そ
の責任」

　岡山県内
では、自転

車が関係す
る交通事故

で令和４年
中に 18人

の尊い命が
失われてお

り、

用水路への
転落で７人

が亡くなる
など、一昨

年の９人か
ら倍増して

います。

　また、自
転車の関係

する人身事
故の件数が

減少傾向に
あるものの

、ここ数年
は全人身事

故件

数の２割を
超えるなど

増加傾向に
あります。

　自転車は
、便利で環

境にも優し
い乗り物で

すが、車の
仲間です。

　責任をも
って交通ル

ールを守る
ことはもち

ろん、歩行
者や他の車

両の迷惑に
ならないよ

う

安全に利用
してくださ

い。

　乗車前に
は、ブレー

キのきき具
合やライト

の点灯状況
、反射材が

付いている
ことなどを

確認

してくださ
い。

　今年 4 月から道路交通法が改正され、ヘルメットの着用は努力義務となっています

　昨年まで
の 10 年間

に、県内で
発生した自

転車事故に
おけるヘル

メット非着
用時の致死

率

は、ヘルメ
ット着用時

と比べて約
4.7 倍高く

なっていま
す。

万が一の事
故に備え、

被害軽減を
図り、命を

守るため、
必ずヘルメ

ットを着用
してくださ

い。

　また、自
転車が加害

者になり、
高額な賠償

請求を受け
る場合が増

えてきてい
ます。

万が一に備
え、賠償責

任保険や傷
害保険へ加

入しましょ
う。

　岡山県内
では、自転

車が関係す
る交通事故

で令和４年
中に 18人

の尊い命が
失われてお

り、

用水路への
転落で７人

が亡くなる
など、一昨

年の９人か
ら倍増して

います。

　また、自
転車の関係

する人身事
故の件数が

減少傾向に
あるものの

、ここ数年
は全人身事

故件

数の２割を
超えるなど

増加傾向に
あります。

　自転車は
、便利で環

境にも優し
い乗り物で

すが、車の
仲間です。

　責任をも
って交通ル

ールを守る
ことはもち

ろん、歩行
者や他の車

両の迷惑に
ならないよ

う

安全に利用
してくださ

い。

　乗車前に
は、ブレー

キのきき具
合やライト

の点灯状況
、反射材が

付いている
ことなどを

確認

してくださ
い。

　今年 4 月から道路交通法が改正され、ヘルメットの着用は努力義務となっています

　昨年まで
の 10 年間

に、県内で
発生した自

転車事故に
おけるヘル

メット非着
用時の致死

率

は、ヘルメ
ット着用時

と比べて約
4.7 倍高く

なっていま
す。

万が一の事
故に備え、

被害軽減を
図り、命を

守るため、
必ずヘルメ

ットを着用
してくださ

い。

　また、自
転車が加害

者になり、
高額な賠償

請求を受け
る場合が増

えてきてい
ます。

万が一に備
え、賠償責

任保険や傷
害保険へ加

入しましょ
う。

1 車道が原則、左側を通行　

　歩道は例外、歩行者を優先
2 交差点では信号と

　 一時停止を守って、安全確認

3 夜間はライトを点灯 4 飲酒運転は禁止 5 ヘルメットを着用
<「自転車

安全利用五
則」>
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発行所・発行人　
岡山県安全運転管理者協議会連合会

岡山県運行管理者協議会連合会

　　　　　　　〒700-8512　
岡山市北区内山下２-４-６

　　　　　　　TEL（０８６）２３４-０11０

定価１部75円(但し、会員の購読料は、会費に含めて徴収) 

「ドラレコが
　君の優しさ

　見ているよ
」

令和５年度  

安管・運管交通安全スローガン

令和４年中
の四輪乗車

中の死者は
、28人。

そのうち、15 人（
53.6%）の

方が、

シートベル
トを着用し

ていません
でした。

カチッ
！

カチッ
！

カチッ
！

カチッ
！

+なぜ着用
しない？シ

ートベル
ト！

　夏の暑さ
が本番を迎

える季節と
なりました

。日本の夏は
、蒸し暑く寝

不足になり
やすいため

、運転者に
とって疲

れや疲労が
蓄積します

。

　疲れや過
労から運転

に集中でき
なくなり、ま

た眠気に襲
われたりし

ます。

　重大な交
通事故を起

こさないた
めに、次の防

止策を行い
過労・疲労

・ストレス
等からの管

理を進めま
しょう。

1   体調のチェックをしよう !

　　朝礼時
・始業時は

、従業員の
顔色声等を

じっくり観察
し、そこで

少しでも異
変を感じた

ら体調のチ
ェックをし、

運転に

　支障があ
ると判断し

たときは運
転をやめさ

せましょう。

2　疲れきる前に休憩を取らせましょう ( 取りましょう ) !

　　疲れに
くい運転を

するために
は、適当な

タイミング
で休憩を取

ることが肝
心です。出発

時に「2時
間に１度は

休憩を取

　りましょう
。◯◯パーキ

ングで休憩
をしましょう

。」等の具体
的な指示を

出しましょう
。

　　運転者
が、初めて

のルートや
道路環境・

気象状況に
ついて把握

ができてな
い状況であ

れば、丁寧
な説明に努

めストレ

　スのない
運転をさせ

ましょう。

　　運行計
画は、十分な

休憩休息が
取れるよう

計画しまし
ょう。

3　疲れが軽減できる運転姿勢を取りましょう！

　　シート
は、適正な

角度に調整
し、腰をシ

ートに密着
させた状態

で運転する
と疲れにく

い姿勢が維
持できるこ

とをしっか

　り説明す
る。

　　また、同
時に実車確

認や実車を
使用しての

指導も大切
です。

4　運転にはストレスを持たない持ち込まない !

　　みんな
に声かけを

し、風通しの
良い職場環

境家族環境
を創りストレ

スのない生
活環境と交

通環境のも
と、互いにス

トレ

　スを持た
ない持ち込

まないを実
践し、運転中

も歩行中も
交通環境に

集中しまし
ょう。

　夏の暑さ
が本番を迎

える季節と
なりました

。日本の夏は
、蒸し暑く寝

不足になり
やすいため

、運転者に
とって疲

れや疲労が
蓄積します

。

　疲れや過
労から運転

に集中でき
なくなり、ま

た眠気に襲
われたりし

ます。

　重大な交
通事故を起

こさないた
めに、次の防

止策を行い
過労・疲労

・ストレス
等からの管

理を進めま
しょう。

1   体調のチェックをしよう !

　　朝礼時
・始業時は

、従業員の
顔色声等を

じっくり観察
し、そこで

少しでも異
変を感じた

ら体調のチ
ェックをし、

運転に

　支障があ
ると判断し

たときは運
転をやめさ

せましょう。

2　疲れきる前に休憩を取らせましょう ( 取りましょう ) !

　　疲れに
くい運転を

するために
は、適当な

タイミング
で休憩を取

ることが肝
心です。出発

時に「2時
間に１度は

休憩を取

　りましょう
。◯◯パーキ

ングで休憩
をしましょう

。」等の具体
的な指示を

出しましょう
。

　　運転者
が、初めて

のルートや
道路環境・

気象状況に
ついて把握

ができてな
い状況であ

れば、丁寧
な説明に努

めストレ

　スのない
運転をさせ

ましょう。

　　運行計
画は、十分な

休憩休息が
取れるよう

計画しまし
ょう。

3　疲れが軽減できる運転姿勢を取りましょう！

　　シート
は、適正な

角度に調整
し、腰をシ

ートに密着
させた状態

で運転する
と疲れにく

い姿勢が維
持できるこ

とをしっか

　り説明す
る。

　　また、同
時に実車確

認や実車を
使用しての

指導も大切
です。

4　運転にはストレスを持たない持ち込まない !

　　みんな
に声かけを

し、風通しの
良い職場環

境家族環境
を創りストレ

スのない生
活環境と交

通環境のも
と、互いにス

トレ

　スを持た
ない持ち込

まないを実
践し、運転中

も歩行中も
交通環境に

集中しまし
ょう。

過労運転・疲
労運転・スト

レスの運転を
防ごう

過労運転・疲
労運転・スト

レスの運転を
防ごう

　自動車で
飲食店に来

て飲酒す

る場合、仲
間同士や飲

食店の協

力を得て飲
まない人（

ハンドル

キーパー）
を決め、そ

の人は酒を

飲まず、仲
間を自宅ま

で送り、飲

酒運転事故
を防止する

運動です。

ハンドルキ
ーパー

運動
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・働き方改革法令成立による法令　　
　順守・運行指示表の作成と改善　
　基準の研修　( 運管 )

地区協議会に加入するとこんなメリットがあります
1 安全運転管理・運行管理や交通事故防止に必要な情報提供
●年 11 回発行の機関紙「安全運転」発行
　（安全運行の知識や技術の向上に役立ちます）

2 安全運転管理・運行管理業務に関する研修会・講習会等への参加
・「安管・運管セーフティスクール」への参加
・「交通大学」への参加
・「安管選任事業所トップセミナー」への参加　( 安管 )
・ 中央研修所 ( 茨城県 ) での研修　( 安管 )

●交通安全情報等のメール配信（令和６年度中開始予定）



3 表彰制度

加入お申込み方法 

〒 709-2192　岡山市北区御津中山 444-3
岡山県運転免許センター 安全運転学校内
Tel（086）724－4363
Mail:okayama.ankan.unkan.rengoukai@gmail.com

  岡山県安全運転管理者協議会連合会
  岡山県運行管理者協議会連合会

 事業所住所地の管轄警察署ごとの地区安全運転管理者協議会・地区運行管理者協議
会の事務局で随時受け付けております。( 事務局が警察署でない地区もございます )
ご不明な点がございましたら、お気軽に当連合会にお問い合わせください。

4 交通安全運動等のボランティア活動等への参加による社会貢献

・春・夏・秋・年末年始に行われる交通安全活動に伴う街
頭啓発等に参加できます
・講習会やボランティア活動等を通じて、異業種間での交流、
地区内だけでなく県内の会員のかたとも交流ができます。

「交通安全県民運動」初日行事推進大会　　

新入学児童・生徒に対するランドセルカバーと
夜光タスキの寄贈（瀬戸内運行管理者協議会）

おやこで学ぼう！考えよう！こうつうあんぜん
教室（津山安全運転管理者協議会）

特殊詐欺防止・交通安全ラッピングバス
お披露目会（真庭安管協議会・真庭運管協議会）

交通安全祈願の演舞

啓発チラシの配布カーブミラー・道路標識板の清掃

・優良安全運転管理者・優良運行管理者の表彰・・・県警察本部長、県協議会連合会長連名
・交通安全功労者、優良事業所、優良団体の表彰・・・中国管区、全国
・安管・運管年間スローガン応募優秀者への表彰


